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イ・ジュン平和博物館記念ホール落成式（ハーグ） 

 

１９９５年に開館されて以来、ハーグ

にあるイ・ジュン平和博物館が入って

いる歴史的な建物の広い一階は個人経

営のビリヤード・パレスというビリヤ

ード場として使われていました。賃貸

借契約の期限が過ぎてからも、借主が

この建物を出て大ホールが博物館の拡

張のために利用できるようになるまで

に、長い年月がかかりました。韓国政

府の寛大な支援のおかげで、この数年

で、このホールは改装され、博物館と

して使用するのに適した状態になりま

した。 

韓国政府は更に、韓国の大規模な国立

博物館である独立記念館に、改装後の

新しいスペースに置く常設展示を制作

するよう依頼しました。「ヨーロッパ

における韓国独立運動」というその展

示は、イ・ジュンの生きていた時代に、

日本による不法な植民地化に対して韓

国が独立するためにどれほどの努力が

なされたのかを資料で明らかにしてい

ます。 

この博物館は１９０７年の第２回ハー

グ平和会議の期間中に、ホテル・デ・

ヨングで悲劇的な死を遂げた韓国大使

かつ検事のイ・ジュンを記念して創立

されました。このホテルの建物が現在

のイ・ジュン平和博物館となっていま

す。 

 

博物館の外でのクリッキ氏とキー・ハン・リー

氏（イ・ジュン平和博物館館長）（写真：ペト

ラ・ケプラー） 

国による経済的支援を得て行われた改

築の後に、およそ 200 人の政府高官の臨

席を賜り、11 月 18 日にこの博物館の改

築落成式が行われました。ハーグ駐在

の韓国大使ヘー・リー・ユン・ヤン氏、

ハーグ市長ポーリーン・クリッキ氏も
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来賓として参加されました。INMP 代表

として事務局長であるペトラ・ケプラ

ーが INMP からの花束を贈呈しました。 

 

 

博物館前でのテープカット：朝鮮戦争に参加し

たオランダ人退役軍人の方、リー氏、クリッキ

氏、リー夫人、ユン・ヤン氏（写真：ヨンハッ

プ・ニュース） 

 

イ・ジュン平和博物館の新しい記念ホール 

（翻訳：赤松敦子） 

 

アエンブ地域平和博物館（ケニア） 

 

キンバリー・ベイカー（カナダ、バン
クーバー、ブリティッシュコロンビア
大学博士号取得候補者） 

２０１７年１２月にアエンブ地域平和

博物館は「語り合う輪」の会を設けま

した。この会は、地元の地域共同体の

年配の人々と若者が断絶しているのは

なぜなのか理解するという目的を持っ

て始められました。この博物館は、地

域平和博物館遺産財団(CPMHF)の傘下

にあり、地域共同体に基盤を置く平和

博物館のケニアでのネットワークに参

加しています。CPMHF は１９９４年に

スルタン・ソムジー博士によって創立

され、伝統的文化遺産である知識を活

用して、市民社会の中で紛争を予防し、

持続可能な発展を促進することを目標

としています。 

４日間以上「語り合う輪」は続き、ア

エンブ博物館評議員である長老の皆さ

ん(ニセタ・ウエルマ・ムゴ、ラエル・

ムティトゥ・ムゲラ、モーゼス・ム

ニ・ガイタ)と二人の若者(ヴィクター・

ンジュ・カスリ、ヴァイオレット・ワ

ンディリ・ムゴ)、同博物館館長(ステフ

ァン・ンジル）、博物館招聘芸術家(エ

ファンタス・ングンギ・ンジル)、そし

て筆者が平和についての物語、歌、踊

り、諺、物質的な文化について語り合

いました。 

アエンブ地域平和博物館は私の研究現

場の一つです。私の研究テーマである

「平和への航海術」では、紛争地域に

おける博物館が、市民社会の中に平和

を維持し、地域社会を構築することを

目的として、先住民の平和についての

伝統的な遺産を活用する方法に精通す

るためにソムジー博士の研究を基にし

ていることを取り上げています。私の

研究手法は先住民調査研究方法論に従

っており、この方法論はこのような研

究がその地域社会の関心事に焦点を当

てるべきであり、将来その地域社会の
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役に立つ知的財産となるべきであると

しています。ステファン・ンジル館長

が地元の文化についての案内役を務め

て下さり、私が地元の文化的慣習を理

解し、それに従って行動できるように

ご支援くださいました。 

アエンブ博物館評議員である長老、若者たち、

館長、博物館招聘芸術家 

「語り合う輪」の初日に、長老の皆さ

んは、地域社会の中で文化的な伝統が

失われてきていることについての懸念

を表明されました。そして若者たちか

ら尊敬を受けていないと感じることに

ついて語られました。若者たちは、今

日の若者が自分たちの文化についてど

れほど無知であるか、そしてどれほど

無関心かについて述べました。 

２日目にはこの対話で参加者は、植民

地主義、教会、英国植民地支配に対す

る独立運動に重要な役割を果たしたマ

ウマウの自由の戦士たち、ケニアの独

立などのような歴史的な出来事を中心

として語りました。私はソムジー博士

の近々出版される予定の書籍『夢を見

るものは預言者と呼ばれる』からの抜

粋を読みました。この 500 ページの本に

は、ソムジー博士がケニアの様々な部

族を訪ねる旅とそこでの現場経験に基

づく想像上の物語が収められています。

主人公のアラマはソムジー博士の分身

で、平和の源を求めてカタカ(ロキチャ

イ)から徒歩でその旅を始めます。この

話では、物語がたき火の周りで語られ

ていた時代の思い出が語られていまし

た。 

※編集者注：「カタカ」は、ロキチャイの町

に物語の中でソムジーが与えた想像上の名前。 

『夢を見るものは預言者と呼ばれる』からの抜

粋を読むキンバリー・ベイカー 

「語り合う輪」の４日目には、私は参
加者の皆さんに私の研究結果ついて発
表させていただきました。(1)長老の皆
さんは彼らの智慧を子どもたちや若者 

と分かち合いたいと希望していること。

(2)聖なる平和の木のある場所は文化を

継承するためにも環境を守るためにも

維持される必要があること。(3)アエン

ブ地域平和博物館は長老と若者を繋い

で平和についての伝統的遺産について

学ぶ機会を提供する最後の架け橋であ

ること。 

私はその「語り合う輪」のグループが

示唆していたいろいろな考えについて

も特に述べさせていただきました。そ

の考えを実行すれば、長老と若者の間
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の対立を解決することができるかもし

れません。長い話し合いの後にそのグ

ループでは、新しく「長老の智慧」と

いう学校のようなプログラムを博物館

を訪れる子どもたちに実施するという

ことに意見がまとまりました。 

このプログラムでは、学校の子どもた

ちがこの博物館に来て「語り合う輪」

に参加し、そこで長老と話し、長老か

ら伝統的文化遺産である平和について

の教えを学ぶのです。そして生徒たち

は聖なる平和の木を訪れ、そこでその

場を守ることの大切さを教えてもらい

ます。 

この対話では参加者はいつも地域社会

の幸福ということを中心的な概念とし

て意識していました。この学校プログ

ラムの収益は、この地域共同体の中の

夫や妻や親を亡くした人々を支援する

ために寄付するということが決定され

ました。 

 

 

博物館評議員を務める長老：（モーゼス・ム

ニ・ガイタ、ニセタ・ウェルマ・ムゴ、ラエ

ル・ムティトゥ・ムゲラ 

（翻訳：赤松敦子） 

 

ニュルンベルグ平和博物館 20 周年記念 

 

ドイツのニュルンベルグ平和博物館は、

今年で開館 20 周年を迎えました。それ

に先立ち博物館は改装され、3 月 23 日

再オープンの予定です。エリク・ウィ

ンター館長の招待により、INMP はお祝

いのメッセージを送りました。20 周年

特別展として、「We are 20!（20 周

年！）」をタイトルに、ニュルンベル

グ平和博物館のこれまでの歴史を平和

運動の数々の成果（当博物館も平和運

動の一つであると思っています）とと

もに展示しています（12 月 19 日まで）。

6 月 30 日には、記念行事の一環で大き

な催しも開催されます。詳細はこちら

をご覧ください。 

http://www.friedensmuseum.odn.de 

 

記念特別展のポスター 

「We are 20!（20 周年！）」 

（翻訳：山本美穂子） 

http://www.friedensmuseum.odn.de/
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ルムニク・ヴルチャ（ルーマニア）の新

しい平和博物館 

 

1 月 19 日に、ヴルチャ平和博物館とい

う新しい平和博物館が、ルーマニアの

ルムニク・ヴルチャ市（ルーマニア中

南部ヴルチャ県の都市）に誕生しまし

た。ローマ時代にまで遡ることができ

る歴史的なこの街には、92,000 人が暮

らしています。ルーマニア初で、南東

ヨーロッパでも初めてとなる平和博物

館は、平和と人権の活動家であり、2 つ

の オ ン ラ イ ン 新 聞 （ “ Diplomatic 

Aspects ” （ 2009 年 ） 、 “ Diplomatic 

Intelligence”（2014 年））の設立と編集

を務める、マグダレナ・クリスティ

ナ・ブトゥッカにより設立されました。

2017 年、彼女がウィーンの平和博物館

でボランティアをした折に、母国ルー

マニアに同じような教育施設を作りた

いと刺激を受けました。博物館設立の

主な目的は、平和のコンセプトと平和

教育の情報を広く普及することです。

また、平和教育に関するコースの紹介

のため、大学や高校とも話を進めてい

ます。 

 

ヴルチャ平和博物館のロゴ 

ウィーンの平和博物館の設立者、リス

カとデイビッド・ブロジェットと、館

長のアリ・アーメッドが、開館記念式

典に参加しました。式典は、テレビや

ラジオ、記事を通じて、地元だけでな

く国立メディア等でも幅広く報道され

ました。ルーマニア国立通信の報道は、

こちらからご覧ください。 

https://www.agerpres.ro/cultura/2018/

01/19/valcea-muzeul-pacii-deschis-

oficial-la-ramnicu-valcea--40275 

 

マグダレナ・ブトゥッカ、ヴルチャ平和博物館

の開館式にて 

 

ラジオ・ルーマニアによる報告では、

多くの写真も見ることができます。 

http://www.radiocraiova.ro/la-ramnicu-

valcea-s-a-deschis-primul-muzeu-al-

pacii-din-romania/ 

 

写真展のオープニングの様子（6 分間、

ルーマニア語）はこちらです。 

https://www.youtube.com/watch?v=3Y

8gh4L1VJQ 

博物館の開館から数日後、アンドリュ

ー・ニクレスクの「平和とアメリカ」

という、社会的な平和に関する写真展

https://www.agerpres.ro/cultura/2018/01/19/valcea-muzeul-pacii-deschis-oficial-la-ramnicu-valcea--40275
https://www.agerpres.ro/cultura/2018/01/19/valcea-muzeul-pacii-deschis-oficial-la-ramnicu-valcea--40275
https://www.agerpres.ro/cultura/2018/01/19/valcea-muzeul-pacii-deschis-oficial-la-ramnicu-valcea--40275
http://www.radiocraiova.ro/la-ramnicu-valcea-s-a-deschis-primul-muzeu-al-pacii-din-romania/
http://www.radiocraiova.ro/la-ramnicu-valcea-s-a-deschis-primul-muzeu-al-pacii-din-romania/
http://www.radiocraiova.ro/la-ramnicu-valcea-s-a-deschis-primul-muzeu-al-pacii-din-romania/
https://www.youtube.com/watch?v=3Y8gh4L1VJQ
https://www.youtube.com/watch?v=3Y8gh4L1VJQ
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が開催されました。詳細は博物館のウ

ェブサイトをご覧ください。 

www.peacemuseumvalcea.eu 

 

リスカ・ブロジェット、写真展のオープニング

にて 

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

 

 

「シカゴ平和ミュージアムの起源」 

 

 シカゴ平和ミュージアムは、アメリ

カで初めての平和ミュージアムで、当

時は（日本以外で）世界でも稀な平和

ミュージアムの一つでした。ユニセフ

のアメリカ前代表であるマージョリ

ー・C. ベネトンさんと、シカゴの卓越

した壁画家、マーク・ロゴビンさんの

努力によって、1981 年に創設されまし

た。二人は、芸術が平和を促進する手

段として十分に捉えられていないと感

じ、「芸術が戦争の脅威をいかに強く

伝え、平和への先見や希望を豊かに表

し、深く関わり影響力を与え得るか」

を認識していたのです。 

 

シカゴ平和ミュージアムのチラシ 

広島や長崎のヒバクシャによって描か

れた絵「忘れざる火」をアメリカで初

めて展示したのも、このミュージアム

です。1983 年～84 年にかけては「平和

を我らに」と題した、特にベトナム戦

争間の、フォークやロックミュージシ

ャンによる平和ソングや運動を紹介し

ました。 

ミュージアムの展示がどのように作ら

れたのかやミュージアム自身のことな

ど、魅力的な話は一連のインタビュー

で知ることができます。2013～14 年に

「 決 し て 同 じ で は な い (Never The 

Same)」という記録プロジェクトの一環

として、ロゴビンさんがレベッカ・ゾ

ラクさんと作成したものです。1960 年

代以降にシカゴで、芸術が社会的、政

治的に関わってきた様子がわかります。

17 頁にわたるインタビューは Never 

The Same のサイトで読むことができま

す。（平和ミュージアムに関しては 10

～17 頁） 

 

http://www.peacemuseumvalcea.eu/
https://never-the-same.org/interviews/mark-rogovin/
https://neverthesamedotorg.files.wordpress.com/2014/08/peace-museum-006.jpg
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 ロゴビンさんは 1974 年にミュージア

ムの着想を抱いていましたが、実際に

オープンするまで 7 年かかりました。オ

ノ・ヨーコさん、U2（アイルランドの

ロックバンド）、スタッド・ターケル

さんなどがミュージアムを支え、素晴

らしい活動をしたことも語っています。

また、ミュージアムの閉鎖という悲し

い話もあり、多くの貴重なポスターや

芸術品の行方も語っています。 

 

「平和を我らに」展でのジュリアン・レノン、

オノ・ヨーコ、マリアン・フィルビン、マー

ク・ロゴビン 

（翻訳：寺沢京子） 

 

「戦争の学習はこれ以上するな」と 

いう展示：ベルリンの反戦博物館 

 

1 月 30 日から 4 月 30 日まで、ベルリン

の反戦博物館では「戦争の学習はこれ

以上するな：平和のための詩と写真」

という新しい会展示をします。いつも

のようにその企画展示はベルリンにあ

るガンジー情報センターと協力して作

成されました。 

 

平和の鐘 

2 枚の大きなパネルと 45 枚の小さなパ

ネルからなる展示物を作成したのは、

Christian Bartolf、 Marion Gericke そし

て Dominique Miething でした。 その展

示の焦点は、広島と長崎の原爆投下、

そしてベトナム戦争でした。すべての

展示は、まもなくオンラインで見るこ

とができるようになるでしょう。平和

と音楽に関する最大で成功した展示は、

「平和にチャンスを与えよ」でした。

この展示は 1983-84 年にシカゴ平和博物

館で展示されましたが、小野ようこ氏

の協力がありました。（上記の記事を

ご覧ください。）その展示ではベトナ

ム戦争に反対する音楽に焦点が当てら

れていました。ちょうど音楽が多くの

人々を鼓舞して動かす力があるのと同

様に、音楽、コンサートの映画、演奏

のある反戦の展示は、平和博物館が特

に若者や新しい聴衆を魅了するのに効

果的です。 

（翻訳：山根和代） 

 

「西部戦線異状なし」−リューべック

（ドイツ）での企画展 

エーリヒ・マリア・レマルクは、1929

年、『西 部戦 線異状 なし (Im Westen 

https://neverthesamedotorg.files.wordpress.com/2014/08/peace-museum-008.jpg
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nichts Neues)』を出版し、世界的な名

声を得ました。レマルクは、小説の中

で、第一次世界大戦の機械化された暴

力が、徴兵された主人公のクラスメイ

ト全員を破滅させていく様を描写して

います。それは当時の戦争を激しく非

難するものでした。20 世紀最高の反戦

小説であり、近代の工業化された戦争

のありのままの姿を投影した作品とし

て、多くの人々がこの物語を高く評価

しています。そして、60 以上の言語に

翻訳されたこの小説は、タイトル自体

が平和主義や反戦といった意味のスロ

ーガンを持つようになり、最も優れた

世界的ベストセラーの一つとなりまし

た。レマルクの平和主義者としての考

えには、彼自身の戦争体験が根底にあ

ります。しかし、小説も、同等の人気

を博した映画バージョン（1930 年）も、

ナチス政権の拡大とともに発禁処分と

され、レマルク自身も亡命を強いられ

ました。 

レマルクと彼の残した名作の背景や現

代的な解釈について紹介する企画展が、

現在、ドイツのリューべックにあるブ

ッデンブローク・ハウスにて開催され

ています。オスナブリュックにあるエ

ーリヒ・マリア・レマルク平和センタ

ーと共同のもと、展示会は 1 月 25 日か

ら 4 月 15 日まで開催される予定です。

ピーター・アイクマイヤーとギャビ

ー・フォン・ボステルによって制作さ

れたグラフィックノベル版『西部戦線

異常なし』の原画も展示されています。

彼らは、レマルクが小説の中で描いた

テーマ、場面、人々をグラフィック作

品として表現する試みを行いました。

グラフィックノベルは、文学、映画、

絵画、写真などの様々なメディアと関

連する芸術表現の一つです。グラフィ

ックノベルというアプローチは、小説

への新しい視点を生み出し、この小説

が持つ意義を深め、読者が小説とは異

なった方法で歴史的出来事を追体験す

ることを可能とするでしょう。この２

つの芸術表現が並列した展示は、メデ

ィアが描くことができる／描くべきで

ある戦争と暴力のイメージがどれほど

の影響を与えるか改めて考える機会と

なります。 

 

リューベックにあるブッデンブローク・ハウス 

 

第一次世界大戦の終結から 100 年が経過

した現在、この展示プロジェクトを開

催した大きな目的は、若者のための教

育政策への貢献です。その目的のため

に、今回の開催地ブッデンブローク・

ハウスは、最も適切で意味のある場所

となりました。1758 年に設立された当
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館は、作家トーマス・マンの有名な小

説から名付けられました。小説『ブッ

デンブローク家の人々』は、マンがこ

の屋敷に住んでいるときに執筆され、

1929 年にノーベル賞を受賞した作品で

もあります（同年に『西部戦線異状な

し』は出版されました）。現在、この

文学博物館は非常に重要視され、トー

マス・マンに関する展示だけではなく、

多くの作家を輩出したマン家について

も常設展示として紹介しています。 

（翻訳：狩俣英美） 

 

 

 

イギリス CND(核軍縮キャンペーン) 

60 周年記念展 

 

イギリスの CND（核軍縮キャンペーン）

は、平和や武装解除に向けての、世界

でも最も古く大規模で大切な運動体の

一つです。1958 年 2 月 17 日、ロンドン

の公式ミーティングで創られました。

数日後の 2 月 21 日に、芸術家で平和活

動家でもあるジェラルド・ホルトムさ

んがデザインを公表しました。そして、

ロンドンからアルダーマストン（原子

力兵器研究所があるところ）への行進

を、国の原爆製造反対の数千人と共に

行ないました。そのデザインは、すぐ

に CND のロゴとなり、次第に世界的な

平和のシンボルになりました。CND の

60 周年記念は、シンボルの 60 年でもあ

ります。 

 

CND ロゴのオリジナルデザイン 

ブラッドフォード平和ミュージアムで

は、1 月 12 日から 2 月 23 日まで「CND

の 60 年」展を行いました。展示にはバ

ッジ、バナー、プラカードやポスター

などのキャンペーン材料が、ミュージ

アムの収集品から出されました。目玉

展示品は CND シンボルのオリジナルデ

ザインのコピーです。オリジナルは、J. 

B. プリーストリー図書館にある、ブラ

ッドフォード大学特別収集品の中に在

ります。ブラッドフォード生まれの有

名な小説家で劇作家の J. B. プリースト

リーが、CND の創設者の一人なのです。 

 

2 月 17 日のヨークシャーCND 主催の大

規模なパーティーにも、ミュージアム

は加わりました。パーティーには、

CND に深く関わった人や平和と武装解

除のキャンペーンに長期にわたり関わ

った人が招待されましたが、自分たち

にとって重要な一品を持ってくるよう

に依頼されました。それらは展示され、

幾つかはミュージアムに寄贈されまし

た。 
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国際 CND は「CND の 60 の顔」という

優れたオンライン展を行なっています。

キャンペーンで重要な役割を果たした

60 人の個人が紹介されているのです。

各人の写真と平和への関わりの短い説

明があります。60 年にわたる非核運動

に関わった数百万の方々の、代表とも

なるものです。このサイトで見ること

ができます。 

（翻訳：寺沢京子） 

 

「石と鉄の記憶」−ゲルニカ平和 

博物館にて新しい企画展 

スペインのバスク地方にあるゲルニカ

平和博物館では、12 月 15 日から、新し

い企画展が始まっています。「石と鉄

の記憶」と題した本展示は、バスク地

方におけるスペイン内戦とフランコ政

権の犠牲者の記憶の継承のために建て

られた記念碑を紹介しており、9 月 16

日まで開催される予定です。そして、

本展示会の担当学芸員であり、歴史家

のヘスス・アロンソ・カルバレスが執

筆した、今回の展示と同じ内容を扱っ

た書籍が、同時期に出版されることと

なりました。 

 

本の表紙 

カルバレスの書籍、そして今回の展示

は、バスク地方の公共の場所に建てら

れたモニュメントが、内戦時の革命的

な場所であったと示すことを目的とし

ています。フランコ政権を支持して犠

牲となった人々の記念碑は、1930 年代

後半から 70 年代終盤までの間、いたる

ところに存在していました。一方、共

和派を支持して犠牲となった人々への

記念碑は、独裁政権が終了した以降に

しか設立されることはありませんでし

た。 

 

ヘスス・アロンソ・カルバレスと彼の新書 

本と展示の両方は、内戦前・内戦後の

記憶を記録すること、そして、数十年

の間に犠牲となった共和派の人々がい

た事実を社会的に認識し、その記憶を

活性化させるための記念碑の重要な役

割を分析することを目的としています。 

（翻訳：狩俣英美） 

 

 

  

http://www.cnduk.org/cnd-media/item/3664
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平和のためのグローバル・アート・ 

プロジェクト―2016 ギャラリー公開 

 

平和のためのグローバル・アート・プ

ロジェクトの創始者であり、監督（そ

して INMP 理事）であるキャサリン・

ジョステンによれば、2016 年に交換さ

れた芸術作品から選ばれた作品の画像

がこのプロジェクトのウェブサイト

website の 2016 ギャラリーに掲載され

たということです。 

 

手作りの平和のシンボル 

2016 ギャラリーには、ほぼ１００のサ

ムネイルが掲載されており、合計で 260

の芸術作品の画像を見ることができま

す。10 本の動画と 1 本の音楽ファイル

もアップされています。 

それぞれのサムネイルをクリックする

と、フルサイズの色とりどりで創造的

なデザインの画像が表示されます。そ

の作品を創った芸術家やその教師の写

真が一緒に掲載されている作品も多く

あります。それぞれのサムネイルはま

た、提出された芸術作品やその作品を

創った芸術家についての情報を提供し

ています。その作品を交換したパート

ナーグループについての詳細も掲載さ

れています。そのパートナーたちは世

界中に広がるネットワークを成してい

ます。 

参加者は（個人や家族から 100 人かそれ

以上の生徒たちから成る学校の団体ま

で）自分の平和についての未来像を絵

などに描写し、世界中に平和と友情の

ネットワークを広げる手助けとなる機

会があることに対する楽しさや感謝の

気持ちを度々表現しています。ぜひこ

のプロジェクトで集まった独創的な美

しい作品の数々をご覧ください。 

 

平和はあなたの手にある 

『平和はあなたの手にある』はエステ

ラというスペインのヴァレンシアにあ

るアメリカンスクールで視覚芸術を学

ぶ生徒によって作られた作品です。 

生徒たちは平和についての引用文に挿

絵をつけるということに集中して取り

組みました。彼らの芸術作品は彼らの

プロジェクト・パートナーであるアメ

リカ合衆国のユース・センターに送ら

れました。100 人の参加者のうちの 1 人

のマレーシアのクアラルンプール出身

http://www.globalartproject.org/galleries/gallery.php
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の生徒は前掲の写真のような平和のシ

ンボルを創っていました。生徒たちは

10 人１組で芸術作品を創り、その作品

は 4 つの違う国の 10 のグループに送ら

れました。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

来るべき平和 

−ナマヤによるピース・アート− 

 

“来るべき平和“は、バーモントを拠点に

活躍するアメリカ人作家、パフォーマ

ンス・アーティストであり音楽家であ

り、朗読家、詩人、劇作家であるナマ

ヤ（彼はまた 2017 年 4 月にベルファス

トで開催された INMP 第 9 回会議で発

表を行った）によって制作された独創

的で特異な彫刻です。彼の作品は平和

の象徴と平和の花輪を表しますが、そ

の花輪は氷の中に固められていて、氷

は周囲の温度と下部に置かれた蝋燭に

よって一滴一滴ゆっくり溶け出します。 

 高さ 9 フィート（約 2.8m）の同作品

は、平和について思いを巡らせるため

のアート作品としてふさわしい各地の

台座に設置されています。彫刻とイン

スタレーションに関する 4 分のビデオは

URL からご覧になれます。 

 “戦争のポルノグラフィー“と題された

別のインスタレーションでは、より写

実的に、”Pentagon Man（国防軍人）”

とアメリカ合衆国が死と破壊に費やし

てきた数兆ドルの軍事予算を描き出し、

戦争の影響および社会の軍事化を表現

しています。作品に関する 6 分のビデオ

はこちらの URL からご覧になれます。 

 これらの作品および他のインスタレ

ーションやパフォーマンスプロジェク

トは、ナマヤによって制作されており、

これらは“B4 ピース・アート（B4 Peace 

Arts）”と呼ばれるシリーズの一部です。 

（翻訳：山本桃子） 

 

世界中で花開く平和博物館 

 

INMP ニュースレターの前号で紹介され

た「世界中で花開く平和博物館」と題

された記事は、平和に関するニュース

ネ ッ ト ワ ー ク （ the Culture of Peace 

News Network：以下 CPNN）にも掲載

されています。該当記事が下記の URL

からご覧になれます。 

http://cpnn-world.org/new/?p=11747 

 CPNN はピースカルチャー、平和の

ための文化的活動を目的とした世界的

な運動の一端であり、アメリカ合衆国

によって創始されました。 

 

 

デイビッド・アダムス氏 

http://www.namayaproductions.com/the-inevitability-of-peace-2/
http://www.namayaproductions.com/the-pornography-of-war-final/
https://en.wikipedia.org/wiki/File:David_Adams_(peace_activist).jpg
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CPNN は、Culture of Peace Corporation

が所有し、管理しています。同法人の

創始者で会長のデイビッド・アダムス

（David Adams）は、20 年前の 1998 年

にユネスコへ CPNN を提起した人物で

す。 

                             （翻訳：山本桃子） 

 

「エヴィンより、愛をこめて」−ヒュー

マニティ・ハウスにて新しい企画展 

 

オランダのハーグにあるヒューマニテ

ィ・ハウスでは、新しい企画展として

「エヴィンより、愛をこめて」を開催

しております。国際女性デーの次の日

にあたる 3 月 9 日に正式にオープンする

当展示会は、4 月 7 日まで開催される予

定となっており、テヘランにある悪名

高きエヴィン刑務所に収容されたイラ

ン人女性活動家たちによって創作され

た作品を展示しています。また、この

展示会では、アムステルダムにあるフ

リー大学の協力を得て、イラン女性運

動博物館（以下、IRWM 博物館）を紹

介しています。同博物館は、司書、ジ

ャーナリスト、作家、そしてイラン女

性のための人権運動活動家であるマン

ソウレ・ショジャエによってデザイン、

開設されました。 

 

展示されている手工芸作品 

長い間、ショジャエは、イラン女性の

博物館の構想を持っており、イランに

住む女性のために、多くの図書館や文

化センターなどを築いてきました。イ

ラン人初のノーベル賞受賞者シリン・

エバディの親友であるショジャエは、

2007 年にエバディの IRWM 博物館の構

想アイディアを紹介され、博物館設立

のひらめきを得ることとなりました。

しかし、IRWM 博物館設立のプロジェ

クトは多くの困難を抱え、イラン政府

によって中断させられる事態にみまわ

れました。2009 年、ショジャエが逮捕

され、エヴィン刑務所に勾留されたの

です。現在、彼女は海外に避難してお

り、避難民プログラムで作家活動に励

んでいます。 

展示会のオープニングには、多くの著

名なスピーカーが参加する予定です。

シリン・エバディやハレ・ゴラシ教授

（1988 年よりイランから政治難民とし

てオランダに移住し、現在、アムステ

ルダムにあるフリー大学で社会学部長

を務める）、モナ・ホルム博士（国際

女性博物館協会会長 ※同協会に関して

は、2017 年 6 月発行 INMP ニュースレ

ターNo.19 の IAWM の記事をご参照く

ださい）が参加する予定となっており

ます。 

さらに情報が知りたい方は、下記のペ

ージをご参照ください。 

https://www.humanityhouse.org/en/eve

nt/from-evin-with-love/ 

 

https://www.humanityhouse.org/en/event/from-evin-with-love/
https://www.humanityhouse.org/en/event/from-evin-with-love/
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（翻訳：狩俣英美） 

 

「エグザイル（避難生活）」 

国際赤十字・赤新月博物館 

（ジュネーブ）で新しい企画展 

 

3 月 14 日から 11 月 25 日まで、スイス

のジュネーブにある国際赤十字・赤新

月博物館では、「エグザイル（避難生

活）」と題した展示会を開催いたしま

す。フォトジャーナリスト団体のマグ

ナム・フォト が提供した 300 枚を超え

る写真は、逃亡、放浪、待機、不安、

恐怖・・・そして希望、といった避難

移民の物語を伝えています。本展示で

は、それらの現代写真とともに、ロバ

ート・キャパといった歴史上の偉大な

る写真家たちが残した作品が展示され

ています。スペイン内戦からベトナム

戦争、旧ユーゴスラビアの紛争から中

東での紛争、そして多くの難民がヨー

ロッパの門前に押し寄せている現状を

示しながら、当展示会は、世界と人間

ついての魅惑的なドキュメンタリー探

求へと見学者を引き込んでいきます。

「エグザイル」は、伝統的な展示から

冒険的なデザインの展示を通して、人

生の旅路を表現しています。見学者は

身体を使って写真に触れることや、写

し出されている元々のイメージに手を

加え、そこに写る人々の人生を全く異

なるものに変えるなどの体験ができま

す。 

世界的な人道支援活動をリードする

NGO として、今日の国際赤十字・赤新

月博物館では、世界中に存在する飢饉

や飢餓、人権侵害、戦争、紛争、自然

災害、環境破壊といった要因によって

避難生活を強いられた何百万人も の

人々の為の支援を続けていくことを重

要な活動として考えています。この課

題は、30 年前の開館当初から、当館の

展示や教育活動を通して普遍的に論じ

られてきました。 

 

企画展ポスター 写真提供トーマス・ドワーザク 
(マグナム・フォト、リビア、2011） 
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当展示会では、パリにある国際移民歴

史博物館(Musee national de l’histoire de 

l’immigration)の協力により、移民によ

るアートや移民をテーマにした作品も

展示されています。この博物館は、

元々、フランス植民地帝国への貢献を

目的として、1931 年に設立されました。

2007 年にリニューアルした現在の博物

館では、過去 150 年もの間、フランスの

歴史が移民によって影響を受けてきた

ことを示し、来館者に新しい視点を与

えています。このような歴史は伝統的

に見落とされてきました。ヨーロッパ

では類をみない、この博物館が持つ特

有の役割は、フランスの学校や歴史の

教科書などで欠けている教育的要所を

補い、資料として提供していくことで

す。 

（翻訳：狩俣英美） 

 

ハーグでのベルタ・フォン・ズット 

ナー生誕 175 周年記念プログラム 

  

前回の通信で大まかに述べたように、

ハーグにおける INMP とベルタ・フォ

ン・ズットナー研究所では、第一次世

界大戦までのヨーロッパおよび世界の

平和運動で指導的な役割を果たしたベ

ルタ・フォン・ズットナーの 175 周年を

記念して、様々な取り組みを計画して

います。 

彼女とアルフレッド・ノーベルの友情

は、ノーベル平和賞創設につながり、

彼女は 1905 年に女性として初めてノー

ベル平和賞を受賞しました。彼女の著

書の『武器を捨てよ！』(1889 年出版)

のメッセージは、今日緊急に必要とさ

れているものです。また彼女のエッセ

イである『軍備と過剰軍備』(Ruestung 

und Ueberruestung : 1909, ‘Arming & 

Over-arming’) および『空の野蛮化』

(Die Barbarisierung der Luft : 1912; 英語

版は The Barbarization of the Sky, 2016; 

日本語版は 2013)も同様に、彼女が執筆

した当時よりも今日の h 方がずっと胸に

こたえるような状況です。その行事は 6

月 8-10 日の週末に取り組まれる予定で

すが、オーストリア大使館と平和宮図

書館との協力で計画されています。金

曜日にはベルタ・フォン・ズットナー

の伝記作家や研究者が著書や、彼女が

今日の平和運動まで与え続けいている

影響について語るセミナーが開催され

ます。土曜日にはイベントの合間に平

和宮のガイド付き案内や、オーストリ

ア元大統領の Heinz Fischer 博士の基調

講演があります。新著の『アルフレッ

ド・ノーベルとベルタ・フォン・ズッ

トナーの百人の友人』(Alfred Nobel and 

100 other peace friends of Bertha von 

Suttner) が講演のなかで紹介されるで

しょう。  
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夕方イ・ジュン(Yi Jun)に関する新しい

劇が公演される予定です。彼は 1907 年

第 2 回ハーグ平和会議に朝鮮の代表とし

て参加しようとしましたが、日本の妨

害により、悲劇的なことにハーグで亡

くなりました。日本が朝鮮の会議への

参加に反対する中で、 ベルタ・フォ

ン・ズットナーは、朝鮮の代表者の要

求を支持しました。最近改修しさらに

拡張されたイ・ジュン平和博物館を訪

問する機会もあることでしょう。（詳

細は上記の記事をご覧下さい。）日曜

日には、ベルタ・フォン・ズットナー

が 1899 年と 1907 年に開催されたハー

グ平和会議の間にハーグに滞在したこ

とに関連した場所を、ガイドが歩きな

がら案内する予定です。参加者に制限

がありますので、参加したい方は早め

に登録することをお勧めします。詳細

やホテルに関しては、次のメールアド

レスにご連絡下さい。 

friendsofbertha@gmail.com  

(INMP 会員でベルタ・フォン・ズット

ナー研究所の連絡先) 記念行事に参加

すれば、『空の野蛮化』のデジタル版

を無料で入手できるでしょう。 

（翻訳：山根和代） 

 

これは世界で最低の写真か？ 

 

1 月 25 日『 原子科学者会報  』( Bulletin 

of the Atomic Scientists) の役員は記者会

見で、かの有名な地球滅亡を示す時計

の針が真夜中の 2 分前に動いたと発表し

ました。 

 

写真は、「核のフットボール」と言わ

れている「大統領の緊急かばん」を運

んでいるアメリカ大統領の側近です。

その書類かばんには、核兵器の発射に

必要な情報が入っていて、大統領がホ

ワイトハウス以外のところで、安全に

コミュニケーションが取れない場所に

いる時にいつも大統領の傍にいる側近

がそのかばんを運んでいます。詳細は

下記をご覧ください。 

https://thebulletin.org/how-nuclear-

attack-order-carried-out-now11455 

この写真は、シェイクスピアの 言葉

「地獄には誰もいなくて、すべての悪

魔はここにいる。」（『テンペスト』）

を思い出させます。下記をご覧下さい。 

 https://vimeo.com/254468723 

（翻訳：山根和代） 

 

 

上記の記事で紹介した新刊本以外に、

ドイツ語で書かれていますが、平和と 

ツーリズムに関する本があります。 

新書の出版案内 

mailto:friendsofbertha@gmail.com
https://thebulletin.org/how-nuclear-attack-order-carried-out-now11455
https://thebulletin.org/how-nuclear-attack-order-carried-out-now11455
https://vimeo.com/254468723


17 
 

“Dort, wo unsere Grossvaeter 

gegeneinander kaempften …” Die 

“Friedenswege” an der Frontlinie des 

Ersten Weltkriegs: Tourismus und 

Frieden im Alpen-Adria-Raum (Cordula 

Wohlmuther & Werner Wintersteiner 著) 

『そこで私たちの祖父がお互いに戦っ

た』『第一次世界大戦の前線における

平和への道：アルプス・アドリア地域

における旅行と平和』という本は、第

一次世界大戦の約百年後に出版され、

その地域の国境を越えた平和の文化の

旅行の意義が、分析されています。そ

の本では３つの例を挙げて「平和の道」

が示され、分析されています。オース

トリアの最南端の州であるカリンシア、

ソロヴェニア、イタリアの最北東部に

ありトリエステに州都を置いた自治州

のフリウリ・ヴェネツィア・ギウリア

の例です。これらの道は第一次世界大

戦中山道でしたが、戦争と平和につい

て討論するのに良いでしょう。この本

の著者たちは、このような平和の道の

平和的な効果の可能性について指摘し

ています。国境を越えた旅行の協力を

することで、経済的な効果があるでし

ょう。また国境を越えて平和と記憶の

継承の活動をすることで、アルプスと

アドリアの平和な地域を意識するよう

になるでしょう。ドラヴァ・フェアラ

ーク(Drava Verlag) 著のこの本は、オー

ストリアのクラゲンフルトにあるアル

プス・アドリア大学の平和研究・平和

教育センターが、国連の世界旅行組織

と協力して、旅行と平和に関する研究

を行った結果、出版されました。 

 

2014 年のはじめに同著者は、ツーリズ

ムと平和に関する国際ハンドブック(the 

International Handbook on Tourism and 

Peace) という本を編集しました。この

本は、次のウェブサイトから無料でダ

ウンロードできます。 

http://www.uniklu.ac.at/frieden/downlo

ads/International_Handbook_on_Touris

m_and_Peace(2).pdf 

ハーグのイ・ジュン平和博物館の記念ホー

ルの開設を記念して、1995 年から 2015 年

までの 20 年間の活動に関する新刊本が出版

されました。（詳細は上記をご覧くださ

い。）ハーグのイー・ジュン学術財団代表

のキー・ハング・リー氏によって執筆され、

重要で豊富なイラストのある本は、その平

和博物館が達成した印象的な事柄の記録を

しています。 

 

http://www.uniklu.ac.at/frieden/downloads/International_Handbook_on_Tourism_and_Peace(2).pdf
http://www.uniklu.ac.at/frieden/downloads/International_Handbook_on_Tourism_and_Peace(2).pdf
http://www.uniklu.ac.at/frieden/downloads/International_Handbook_on_Tourism_and_Peace(2).pdf
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この本により、イ・ジュン平和博物館

は母国以外に設立された最も重要な朝

鮮の遺産を示した場所となりました。

この本には INMP の名誉統括コーディ

ネーターであるピーター・ヴァンデ

ン・デュンゲン氏による祝辞が含まれ

ています。 

（翻訳：山根和代） 

 

 

 

編集後記 

この通信は、ピーター・ヴァン・デン・デュンゲン、山根和代、安斎育郎、ロバ

ート・コワルチェクによって編集されました。 

また日本語版の翻訳は、赤松敦子さん、狩俣英美さん、寺沢京子さん、山本美穂

子さん、山本桃子さん、山根和代がボランティアで担当しました。この通信は、

INMP の個人と組織をつなぐ重要な場です。また INMP の会員ではない方が世

界の平和博物館の活動を知る上で、大変重要です。以前発行された通信は INMP

のウェブサイトで読むことができます。 

https://www.inmp.net/ 

INMP の通信は年に 4 回発行されますが、定期的に読みたい方は、メールアドレ

スを次のメールにお知らせ下さい。 

secretariat@museumsforpeace.org 

2018 年 6 月に発行される次号に投稿したい方は、5 月 15 日までに原稿をお願い

します（500 語以内、写真 1-2 枚）。直接英語による原稿を書くことに困難があ

る場合には、以下の INMP 日本事務局にご相談ください。 

info@asap-anzai.com 

 

 

https://www.inmp.net/
https://www.inmp.net/
secretariat@museumsforpeace.org
secretariat@museumsforpeace.org
info@asap-anzai.com

